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仙川は水と 緑の軸と し て位置付けら れた市域の重要な財産と し て、 将来に渡っ

て残す必要があり ます。 そのため、 以下の仙川リ メ イ ク の基本的な考え方は継続

し ていきます。

基本的な考え方1

花を愛で水辺に遊ぶ

水を楽しむ

水 辺 を 身 近 に

感じ 、 楽し むため

に 仙 川 の 流 れ を

復活さ せます。

ま た、 流 水 が

復活し た箇所につ

いては、 その維持

に努めます。

歩を楽しむ

仙川を 活用し た

遊歩道を 整備して、

緑と 水のネッ ト ワ

ー ク を 形 成 す る

散策の道とし ます。

花を楽しむ

仙 川 は 自 然 生

態系に配慮すると

共に、四季の変化、

五 感 に 訴 え る 花

を 楽し める 場と し

ます。

隣接地と

一体的に楽しむ

仙 川 に 隣 接 す

る公園などについ

て は、 一 体 的 整

備 を 行 い、 休 憩

場所あるいはシン

ボ ル 性 の 高 い 緑

地とし ます。
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生物多様性に配慮し た緑と 水の保全に向け、 環境に関する社会動向を踏まえつ

つ、 河川維持水の確保や市民に親し まれる水辺環境の継承と いっ た仙川の課題を

解決するため、 次のよう に整備済み区間の維持管理をし ていきます。

（ 1）水量・ 水質の維持

水量の減少に対応

将来的に仙川へ供給さ れる水量が減少し た場合に備え、 水辺の生物の生息域を

確保するこ と が必要です。

そこ で流水部分の一部区間の水深を深く つく り なおすこ と で、 滞水する場所を

確保し て生物が逃げ込

めるよう にし ます。

水深を深く するところ

は川幅を拡げて、 生息

空間をできるだけ確保

するように留意します。

老朽化に対応

整備済みの区間では、 木杭の腐朽など経年的な施設の劣化が見ら れる箇所があ

り ます。 こ のまま放置すると 漏水の原因になる場合も 考えら れるため、 劣化部分

の川底を再整備し ます。

また、 現状の川底は土と 粘土でつく ら れているため、 流水の一部が浸透し てい

るこ と も 考えら れます。

そこ で浸透を抑制し 、 限ら れた水を維持するために、 川底の老朽化が進んでい

な い区間について も 、 川底の

不透水化を 進める こ と が望ま

し いと 考えます。

再整備で は、 現状の河川景

観を 継承する 施設の構造を 検

討し ます。

整備済み区間について2

生物環境の維持

図4-1　 生物の逃げ込み場所のイメージ平面図

図4-2　 水もれ防止のためのイメージ断面図




